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NEWS RELEASE 

  2023 年 8 月 8 日 

株式会社三菱総合研究所 

 

三菱総合研究所、国立研究開発法人土木研究所から優良業務等で表彰 

「スマートインフラマネジメントシステムの構築に関する検討業務」について全 3 枠で表彰 

 

株式会社三菱総合研究所（代表取締役社長：籔田健二、以下 MRI）は、国立研究開発法人土木研究所（以

下土木研究所）から「スマートインフラマネジメントシステムの構築に関する検討業務」について、「優良業務」

「優秀技術者」「奨励技術者」の全 3 枠で表彰を受けました。「未来のまち」「未来のインフラ」に求められる機

能・役割を整理した、産官学連携の総合知的アプローチが評価されたものです。 

 

「スマートインフラマネジメントシステムの構築に関する検討業務」プロジェクトメンバー 

1. 経緯 

MRI は八千代エンジニヤリング株式会社と設計共同体を形成し、土木研究所から「スマートインフラマネ

ジメントシステムの構築に関する検討業務（令和 4 年 9 月～令和 5 年 3 月）」（以下 本業務）を受託しま

した。本業務は、内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 3 期（2023 年～2027 年）の

15 領域の 1 つである「スマートインフラマネジメントシステムの構築」※１の実施に向けたフィージビリティス

タディを行うものです。MRI は産官学の関係者とともに検討を重ね、スマートインフラマネジメントシステム

の社会実装に向けたロードマップの作成、全体戦略および計画案作成をとりまとめる役割を担いました。 

 

2. 概要 

土木研究所は、研究開発に関わる委託業務で、その成果および業務への取り組みが特に優良であった受

注者およびその技術者を表彰しています。本業務は、令和 5 年度委託発注業務の中から、都市、土木分

野だけでなく、交通、医療・介護、ものづくり、防災、エネルギー等さまざまな分野から『未来のまち』『未来の

インフラ』に求められる機能・役割を整理した、産官学連携の総合知的アプローチなどが評価され、「優良業

務」「優秀技術者」「奨励技術者」の全 3 枠で表彰を受けました※２。「優良業務」として三菱総合研究所・八

千代エンジニヤリング設計共同体、「優秀技術者」として本業務の管理技術者である MRI の竹末直樹、

40 歳以下の若手研究員に与えられる「奨励技術者」として MRI の宮﨑文平が表彰されました。 
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本業務でとりまとめたスマートインフラマネジメントシステムの概要 

 出所：土木研究所 

3. 今後の予定 

デジタル技術を活用した、効率的なインフラマネジメントシステムの構築は、建設業の生産性向上、労働力

不足、現場の安全性向上など、社会課題の解決に不可欠です。その社会実装のためには、「技術開発、制

度設計、事業検討、人材育成等」の各プロセスを産官学で連携・推進する環境整備や具体的な有望技術

（例：エックス線非破壊検査等）の探索が鍵となります。MRI は、今後も関係者・各機関と連携し、スマート

インフラマネジメントシステムの社会実装に向けた活動に取り組みます。 

※１ 土木研究所「戦略的イノベーション創造プログラム スマートインフラマネジメントシステムの構築」 

※２ 土木研究所「令和５年度国立研究開発法人土木研究所優良業務等表彰について」 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社三菱総合研究所 

〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目 10 番 3 号 

【内容に関するお問い合わせ】 

スマート・リージョン本部 宮﨑 文平 

メール：sip_fs_smartinfra@ml.mri.co.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

広報部 

メール：media@mri.co.jp 

本資料は国土交通省建設専門誌記者会および当社にてコンタクトのある記者の方々にもご案内してい

ます。 
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